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◇
　
就
学
援
助
制
度
と
は

　

就
学
援
助
制
度
は
、
学
校
教
育
法
第
一
九
条
「
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
市
町
村
は
、
必
要
な
援
助
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
度
就
学
援
助
実
施
状
況
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
就
学
援
助
の
対
象
者
は
、
平
成
二
五
年
度
に
お
い
て

要
保
護
者
一
五
万
人
（
北
海
道
一
万
五
千
人
）、
準
要
保

護
者
一
三
七
万
人
（
北
海
道
七
万
六
千
人
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
準
要
保
護
者
に
対
す
る
就
学
援
助
は
、
三
位
一
体

改
革
に
よ
り
平
成
一
七
年
度
よ
り
国
の
補
助
を
廃
止
し
、

税
源
移
譲
・
地
方
財
政
措
置
が
行
わ
れ
、
市
町
村
が
単
独

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
就
学
援
助
の
周
知
方

法
、
準
要
保
護
認
定
基
準
、
申
請
書
の
配
布
方
法
、
就
学

援
助
費
目
な
ど
は
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
就
学
援
助
（
準
要
保
護
）
支
給
対
象
の
基
本
的

な
条
件
と
し
て
い
る
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
基
準

の
見
直
し
が
平
成
二
五
年
八
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
市
町
村
は
、
就
学
援
助
支
給
対
象
家
庭
の
総
収
入
額

を
生
活
扶
助
基
準
の
一
・
一
倍
か
ら
一
・
三
倍
と
い
う
数
字

で
認
定
基
準
を
設
定
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
国
と
し
て
は
、
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
伴

い
、
就
学
援
助
の
認
定
の
際
に
、
で
き
る
だ
け
影
響
が
及

ば
な
い
よ
う
各
市
町
村
に
対
し
て
説
明
、
依
頼
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
各
市
町
村
で
は
、
審
議
会
・
懇
話

会
な
ど
を
設
け
て
就
学
援
助
の
検
討
を
行
い
、
生
活
扶
助

基
準
の
見
直
し
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
関
西
の
Ｏ
市
は
認
定
基
準
を

一
・
〇
倍
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

は
、
生
活
保
護
世
帯
よ
り
収
入
が
少
な
く
な
け
れ
ば
認
定

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
厳
し

い
認
定
基
準
と
言
え
ま
す
。

　

平
成
二
六
年
八
月
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
就
学

支
援
の
充
実
（
義
務
教
育
段
階
で
の
就
学
支
援
の
充
実
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
◇
　
旭
川
市
の
取
り
組
み

　

旭
川
市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
ま
で
、
昭
和
六
一
年
に

も
た
れ
た
「
就
学
援
助
制
度
懇
話
会
」
の
検
討
内
容
を
も

と
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年
度

の
国
庫
補
助
廃
止
、
平
成
二
五
年
度
の
生
活
保
護
者
に
対

す
る
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
な
ど
に
鑑
み
、
平
成
二
五

年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
現
行
の
就
学
援
助
制
度
の

内
容
に
係
わ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
六
月
に
「
旭
川
市
就
学
助
成
制
度
検

討
懇
話
会
」（
構
成
＝
小
中
学
校
長
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

役
員
・
民
生
児
童
委
員
・
学
識
経
験
者
・
公
募
市
民
の
計

九
名
）
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
見
直
し
の
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
一
月
に
旭
川
市
就
学
助
成
制
度
検
討
懇
話

会
の
「
報
告
書
」
が
八
回
の
検
討
会
を
経
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、助
成
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
八
費
目
（
学
用
品
費
な
ど
・
修
学
旅
行
費
・
通
学

費
・
宿
泊
研
修
費
・
新
入
学
用
品
費
・
体
育
実
技
用
具
費
・

学
校
給
食
費
・
医
療
費
）
の
他
に
、
こ
れ
ま
で
支
給
し
て

い
な
か
っ
た
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会

費
」
な
ど
も
含
め
た
支
給
費
目
の
拡
大
、
中
学
校
新
入
学

用
品
費
の
増
額
、
医
療
費
助
成
の
拡
大
な
ど
が
も
り
こ
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
定
要
件
と
し
て
は
、「
就
学
援
助
制
度
の
準

要
保
護
認
定
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
国

に
よ
る
生
活
扶
助
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
影
響
を
受
け
な

い
よ
う
、
現
在
の
生
活
保
護
基
準
の
一
・
二
倍
に
引
き
上

げ
、
助
成
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。
助
成
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
必
要
な
支

援
が
行
き
届
く
制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

い
ま
教
育
の
現
場
か
ら（
22
）

就
学
援
助
の
現
状
と
課
題
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旭
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ら
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こ
の
報
告
書
を
受
け
て
、
旭
川
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
二
六
年
一
一
月
、「
就
学
助
成
制
度
の
見
直
し
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
な
ど
の
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
七
年
一
月
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
対
し
て
教
育
委
員
会
の
考
え
方
を
公
表
し
、
就
学

援
助
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

認
定
要
件
は
、
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
平

成
二
六
ま
で
は
一
・
二
倍
、平
成
二
七
年
度
は
一
・
二
五
倍
、

平
成
二
八
年
度
は
一
・
二
八
倍
と
し
、
影
響
が
で
な
い
よ

う
に
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
（
引
き
上
げ
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
平
成
二
七
年
度
二
一
八
人
、
平
成

二
八
年
度
三
七
四
人
が
助
成
対
象
外
と
な
る
）。
世
帯
総

収
入
額
基
準
の
一
部
改
訂
を
す
る
と
共
に
、
認
定
要
件
を

八
つ
か
ら
四
つ
に
統
合
し
ま
し
た
。
助
成
内
容
に
つ
い
て

も
、
助
成
回
数
・
時
期
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
川
市
の
就
学
援
助
認
定
状
況
の
推
移
は
、
平
成
二
二

年
度
（
認
定
率
二
八
・
四
％
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少

し
、
平
成
二
五
年
度
に
お
け
る
準
要
保
護
児
童
生
徒
数
は

六
六
七
四
人
、
認
定
率
二
六
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
旭
川
市
教
育
委
員
会
は
「
個
人
情
報

保
護
」
の
観
点
か
ら
支
給
事
務
の
見
直
し
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
過
去
に
お
い
て
、体
育
実
技
用
具
（
ス
キ
ー
な
ど
）

を
購
入
す
る
際
、
指
定
の
領
収
書
を
購
入
店
か
ら
発
行
し

て
も
ら
う
た
め
、
準
要
保
護
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
通
常
の
領
収
書
な

ど
の
添
付
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
全
道
的
に
も
少
な
い
状
況
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
Ｓ
市
で
は
「
引
換
券
」
が
交
付
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た

販
売
店
で
引
き
換
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同

じ
ス
キ
ー
用
具
の
た
め
、
準
要
保
護
家
庭
の
保
護
者
が
見

れ
ば
誰
が
認
定
さ
れ
て
い
る
の
か
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
◇
　
就
学
援
助
の
課
題

　

旭
川
市
は
、こ
の
よ
う
に
就
学
援
助
が
一
般
財
源
化（
地

方
交
付
税
の
算
定
基
準
と
し
て
予
算
を
交
付
）
さ
れ
、
生

活
扶
助
基
準
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
中
で
、「
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
就
学
助
成
制
度
の
見

直
し
に
つ
な
が
り
、
教
育
格
差
が
世
代
を
超
え
て
継
承
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
意
欲
有
る
全
て
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
学
習
機
会
を
確
保
す
る
」（
同
懇
話
会
報
告
書
）
を

受
け
て
、
制
度
を
改
訂
し
て
き
ま
し
た
。

　

旭
川
市
が
全
国
的
に
見
て
ひ
と
き
わ
準
要
保
護
認
定
基

準
が
低
く
、
認
定
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
全
道
的
に
見

て
も
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
そ
れ
ぞ
れ
就
学
援
助
制
度
に
関
す
る
見
直
し

は
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
生
活
保

護
基
準
の
一
・
四
倍
か
ら
一
・
一
倍
へ
引
き
下
げ
た
例
も
あ

り
ま
す
。
一
般
財
源
化
さ
れ
た
た
め
に
、
財
政
が
厳
し
い

市
町
村
で
は
、
認
定
基
準
の
引
き
上
げ
を
検
討
す
る
と
こ

ろ
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
、子
ど
も
の
「
貧

困
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
で
る
こ
と
が
な
い
制
度
運
営
が

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

社
会
と
な
る
こ
と
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
荻
洲
勝
幸
（
お
ぎ
す
　
か
つ
ゆ
き
）

　

学
校
事
務
職
員
。
根
室
管
内
・
上
川
管
内
（
士
別
市
・
旭

川
市
）
の
五
校
の
小
学
校
に
勤
務
。
北
教
組
上
川
支
部
・
旭

川
支
部
で
事
務
職
員
部
長
を
経
験
。


